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研究の実際-1 

 

 

 

新学習指導要領において、図画工作科の目標の柱書きに「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見

方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色となどと豊かに関わる資質・能力を育てる」と示されま

した。図画工作科で育てる資質・能力は以下のように三つの柱で整理されています。 
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これらの資質・能力を育成するための中核となるのが造形的な見方・考え方です。造形的な見方・考

え方とは、「感性を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点でとらえ、自分のイメージをもち

ながら意味や価値をつくりだすこと」(1)と整理され、学習指導要領における〔共通事項〕と深く関わっ

ていると示されています。 

  造形的な見方・考え方を働かせながら知識・技能を習得したり、造形的な見方・考え方を成長させる

ことにより思考力・判断力・表現力が深まり、豊かなものになったりすると同時に、造形的な見方・考

え方を通じて社会や世界とどのように関わるかという点が、学びに向かう力や人間性の育成に大きく作

用する、と捉えることができます。造形的な見方・考え方を育成し、それらを主体的に働かせながら表

現したり、鑑賞したりする活動を取り入れることが、これからの図画工作科の授業づくりに必要だと考

えます。本研究で目指す「生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる」児童の姿とは、実生活の中で

形や色などの造形的な視点で捉えたり、造形表現を生かして生活を楽しく美しくしようとしたりしてい

る姿と捉えます。 

 

 

新学習指導要領の指導計画の作成と内容の取扱いによると、「題材

など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育

成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにす

ること。その際、造形的な見方・考え方を働かせ、表現及び鑑賞に関

する資質・能力を相互に関連させた学習の充実を図ること」(2)と示さ

れています。 

図画工作科における「主体的・対話的で深い学び」を実現するにあ

たっては、児童が発想や構想をする場面、創造的な活動の中で技能を

発揮する場面、作品などからよさや美しさを感じ取る場面において、

「造形的な見方・考え方」を働かせるような指導が重要になってきま

す。奥村高明（2016）は「造形的な見方・考え方」は〔共

通事項〕が児童において十分に活用された姿として見るこ

とができる」(3)と述べています。 

２ 研究の実際 

（1) 図画工作科の今後の方向性 

(1)   対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに、 

材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができる 

ようにする。 

(2)   造形的によさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想や構想を 

したり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

(3)   つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態 

度を養い、豊かな情操を培う。 

文部科学省 『小学校学習指導要領』 平成 29年３月 第２章第７節 

（2) 本研究における表現及び鑑賞の指導の考え方と具体の手立て 

図１ 図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）

における学習過程のイメージ（その２）(4) 

図をクリックすると拡大します 

 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/09_syo_zukou/documents/10zugakusyukatei.pdf
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研究の実際-2 

また、中教審芸術ワーキンググループにおける取りまとめにおける学習過程のイメージ（その２）に

表現と鑑賞を往還しながら資質・能力を育成する様子が前頁図１のように示されています。 

生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる児童の姿を実現していくためには、これまでの図画工作

科の学習を、表現と鑑賞を往還し、「主体的・対話的で深い学び」の視点で改善・充実を図っていくこと

が必要になります。 

一方、検証授業をするクラスの児童の事前実態調査で、「図画

工作科の学習で困ることがあるか」という質問に「困る」「困る

ことがある」と答えた児童に対して、「どんなことで困っている

か」と尋ねると、「イメージ通りにならない」「イメージが決まら

ない」「何をかいたり、つくったりしてよいか分からない」とい

う、発想・構想の段階で困っていると回答した児童が 88％を占め

ていました（図２）。 

そこで、自分の思いと表現活動をつなげる手立てを考えること

にしました。竹内とも子（2002）は「子供たちが自分の思いを自

分らしい方法で主体的に表現するためには、多様な造形

表現の活動の場を工夫することが重要である。（中略）鑑

賞活動は、単に作品を眺めたり、感想を述べ合ったりする

ことにとどまらない。自分が表現したいことと関連性を

考えたり、鑑賞する対象や鑑賞の仕方を工夫したりする

など、多様な鑑賞活動が考えられる」(5)と述べています。

様々な鑑賞活動を仕組むことで、発想や構想につながり、

前述のような児童の困り感が解消されるのではないかと

考えます。 

これらを鑑みて、本研究の考え方を図３のように表し

ました。１つの題材の学習過程を鑑賞活動と表現活動を

関連付けながら構成し、造形的な見方・考え方を働かせる

ような場の設定を繰り返すことで、見方・考え方や図画工

作の目標である３つの資質・能力が育成され、そのような

題材構成を積み重ねることで、生活や社会の中の形や色

と豊かに関わる児童が育成されていくだろうと考えまし

た。 

その具体的な手立てとして、以下の２つに取り組みまし

た。 

 

①  表現活動に生かすための鑑賞活動の段階的な設定 

まず、題材と出合わせる場面（図３ 段階）で、題材のよさや美しさを実感させる鑑賞と、実際に表

現活動に使う素材鑑賞を行います。児童が自分の活動を確かめたり振り返ったり、また自分の意思で材

料や表現方法を決定できるようにします。次に、表現活動の途中で、個人やグループで中間鑑賞（図３    

段階）を行います。自分自身や友達との対話を通じて、互いの作品のよさや違いを見付ける対話活動

を取り入れた鑑賞活動にします。中間鑑賞をもとに、さらに表現活動に取り組みます。最後に、仕上が

った全員の作品を、どのように展示するのか、並べ方について話し合う作品鑑賞（図３ 段階）を行い

ます。 

25% 43% 19% 13% 

イメージ通りに

ならない
44%

イメージが決

まらない
25%

何をかいたり、

つくったりしてよ

いか分からない
19%

活動がすぐ終

わってしまう
12%

図２ 質問「どんなことで困りますか」 

図３ 本研究のコンセプト図 

図をクリックすると拡大します 

 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/09_syo_zukou/documents/9konseputo.pdf
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研究の実際-3 

表現活動や鑑賞活動をする際に、〔共通事項〕の(ア)形や色などをとらえること、(イ)形や色などをも 

とに自分のイメージをもつこと、この２つを意識するような言葉掛けやアドバイス、鑑賞の視点として

もたせます。鑑賞活動の時には「みたい」と、表現活動の時には「つくりたい」という思いを、また鑑

賞活動の後半には「早く表現したい」という思いをもつように、ワークシートを工夫します。そうする

ことで、鑑賞活動と表現活動がスムーズに結び付くと考えられます。 

このように、鑑賞活動を段階的に表現活動の間に入れる題材構成を仕組みます。また、これらの鑑賞 

活動を行うに当たって、場の設定を工夫します。（(3)授業実践      で示しています。） 

 

②  図画工作科の学習と生活や社会をつなげる手立て 

図画工作科で学んだことが生活や社会の中で豊かに関わっているという実感を持つための手立てとし 

て、題材のゴールに学校外に展示することを常に意識させます。相手意識をもつことで、相手の方が喜

ぶように、元気付けるようにという思いをもったり、相手の見え方に配慮したりすることができると考

えます。思いをもったり、見え方に配慮したりする際に「造形的な見方・考え方」を働かせると思われま

す。また、学校外に児童の作品を展示する機会を設けることで、児童の造形活動の意味や価値を広く伝

えることができます。 

さらに、児童の作品を鑑賞した学校外の方々から評価をしてもらいます。そうすることで、図画工作

科の学習と生活や社会とつながっているということが実感できると考えます。 
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研究の実際-4 

２あ 

 

 

 

１ 題材の目標 

○ 光を通すことによって生まれる形や色の美しさに関心をもち、光の効果や材料の特徴から想像を

広げ、絵に表す。 

 

２ 題材の評価規準 

造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

①光を通すことによっ

て生まれる形や色、イ

メージを自分なりに

味わおうとしている。 

②光を通すことによっ

て生まれる形や色の

面白さに興味をもち、

絵に表すことを楽し

んでいる。 

○光を通した時の形や

色の見え方を試しな

がら、表したいことを

見付けている。 

○光を通した効果、高齢

者の方（人）、高齢者

施設（場所）を意識し

て、形や色の表し方を

工夫している。 

①光を通すことによって

生まれる形や色、表し

方や材料による感じの

違いなどを捉え、よさ

や面白さを感じ取って

いる。 

②光を通すことによって

生まれる形や色を見

て、自分の思いを話し

たり、友達の考えを聞

いたりして、表現の工

夫を感じ取っている。 

 

３ 指導と評価の計画 

時 主な学習内容 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ 

・ステンドグラスの鑑賞をする。 

・光を通す素材を透明ビニールシート

やプラスチック段ボール上で試す。 

・〔共通事項〕の視点でステンド

グラスのよさを見付けさせる。 

・光を通す素材の組み合わせや、

形や色の変化を確認させる。 

関①    【観察、発言】 

鑑①【観察、ワークシート】  

２ 

・ 

３ 

・アイディアスケッチをかく。 

・透明ビニールシートに絵をかいたり、

貼ったりする。 

・高齢者の方に向けて制作する

ことを伝え、意欲をもたせる。 

 

発 【観察、ワークシート】

技 【作品、ワークシート】 

４ 
・友達の作品のよいところを見付ける。 ・鑑賞する際の視点を示す。 関①【観察、ワークシート】 

鑑②【発表、ワークシート】 

５ 

・中間鑑賞でのアドバイスや友達の作

品を参考に、絵をかく。 

・中間鑑賞により発想が広がっ

たところを変化させたり、アド

バイスを生かしたりしながら

表現するように促す。 

関②    【観察、作品】 

技     【観察、作品】 

６ 

・中間鑑賞後に変化したところを発表

する。 

・展示の方法や並べ方を考える。 

・展示の方法や並べ方を、〔共通

事項〕の視点で考えさせる。 

鑑②【発表、ワークシート】 

（3) 授業実践 

題材名 光のさしこむ絵 

第４学年「Ａ表現 （２）絵や立体，工作に表す／絵に表す」 
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研究の実際-5 

 

次 時 主な学習活動 

場の設定の工夫（○） 

授業改善の手立て（◆） 

造形的な見方・考え方 
生活や社会との関わり 

題材の評価規準 

【評価方法】 

 

 

２         

 

題材との出合い 

・ステンドグラスの鑑賞をす

る。 

 

 

 

 

 

○光が差し込む窓辺でステンドグラ

スを鑑賞し、よさ、美しさを味わわ

せました。 

◆光を通す時と、通さないときの見え

方の違いを比べました。〔共通事項〕

の視点でステンドグラスのよさを

見付けました。 

関①光を通すことによっ

て生まれる形や色、イメ

ージを自分なりに味わ

おうとしている。 

【観察、発言】 

 

 

 

 

素材鑑賞 

・透明ビニールシートを通し

て光を通す素材を試してみ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ミニサッカーゴールの上に透明ビ

ニールシートやプラスチック段ボ

ールを敷いた「素材お試しコーナ

ー」を自由に行き来できるベランダ

に用意しました。 

 

 

 

 

 

◆透明ビニールシートとプラスチッ

ク段ボールの上に、光を通す素材を

乗せ、その組み合わせや形や色の変

化を確認しながら、素材鑑賞を行い

ました。 

○カラーセロハン、花紙（薄葉紙）な

どの材料置き場を決め、いろいろな

素材を試しました。 

◆異素材の材料を組み合わせて新し

い見え方を見つけた児童や、色を重

ねて違う色をつくりだしている児

童を称賛することで、他の児童に意

識させました。 

 

鑑①光を通すことによっ

て生まれる形や色、表し

方や材料による感じの

違いなどを捉え、よさや

面白さを感じ取ってい

る。 

【観察、ワークシート】 

 

 

Ｔ:いろいろな材料を使って光を 

通したらどんな感じに見える

か、試してみましょう。 

 
Ｃ:プチプチには色はついていな

いけど、もようが出たよ。 

 
Ｃ:メッシュ折り紙とセロハンを

重ねると、色ともようが出た

よ。 

 

Ｃ:とう明シートの時は色がはっ

きり出たけど、プラ段の時は 

やさしい色になった。 

〈透明ビニールシート上で試す活動〉 

〈プラスチック段ボール上で試す活動〉 

〈セロハン＋セロハンで 

別の色発見！〉 

〈薄用紙＋プチプチシートで模様が出た！〉 

〈ビニールシートよりも 

ぼんやりしている！〉 

〈卵パックも使えるね！〉 

 

１ 
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研究の実際-6 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

・アイディアスケッチを 

かく。 

 

 

 

 

 

 

 

・透明ビニールシートに 

かいたり、貼ったりする。 

 

 

 

 

 

◆高齢者の方に向けて制作すること

を伝え意欲をもたせました。視覚や

視力が高齢になるにつれて、どのよ

うな変化があるかを説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発光を通した時の形や色

の見え方を試しなが

ら、表したいことを見

付けている。 

【観察、ワークシート】 

 

 

 

 

 

技光を通した効果、高齢者

の方（人）、高齢者施設

（場所）を意識して、形

や色の表し方を工夫し

ている。 

【作品、ワークシート】 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

中間鑑賞 

・友達の作品のよいところを

見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆鑑賞する際のポイント（①形や色、 

②材料の組合せ、③高齢者を意 

識）を示しました。また、自分の 

イメージにつながるような技法 

や材料を見付けるように促しま 

した。 

○個人で、グループでじっくり鑑賞で

きるように、掲示する場所をグルー

プごとに離しました。 

 

 

 

 

 

 

 

◆鑑賞タイムで気付いたよさや、ア 

 ドイスを色分けした付箋に書き、 

 グループの友達に渡しました。 

・友達からもらった感想やアドバイ

ス、自分の作品に生かしたいところ

など、鑑賞する際のポイントを基に

発表させました。〔共通事項〕を意

識できるように声掛けをしました。 

関①光を通すことによっ

て生まれる形や色、イメ

ージを自分なりに味わ

おうとしている。 

【観察、ワークシート】 

 

 

〈個人でじっくり見る活動〉 

〈グループで対話しながら見る活動〉 

〈気付いたこと、 

感じたことを付箋に書く活動〉 

表 

現 

活 

動 

① 

Ｔ:自分や友達の工夫していると

ころを見つけてみよう。 

Ｃ:色を重ねて新しい色ができて

いるよ。 

Ｃ:秋を感じる花を散りばめてい

るよ。おじいちゃん、おばあ

ちゃんがすきそうな花だね。 

Ｃ:いろいろな材料を組み合わせ 

て、見え方が少しずつちがっ 

て面白い。 

 

Ｃ:四角をたくさん使っているけ

ど、向きが一つ一つちがうと

ころがいい。 

〈ステンドグラスから発想した 

児童のアイディアスケッチ〉 

Ｔ:お年寄りになると、全体的に

黄色がかって見えたり、ぼん

やり見えたりするんだよ。 

 

Ｔ:段々年を取っていくと、全体的に黄 

色味がかって、ぼんやりしてくるそ 

うです。薄い色は分かりにくいそう 

です。 

Ｃ:でこぼこしたものとぺたっ

としたものを組み合わせる

と、立体的に見えるよ。 

 

 

２ 
 

・ 
 

３ 
 

４ 
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４ 
 

・ 
 

  

 

・付箋を交換し、友達が見つ

けてくれた「作品のよいと

ころ」を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑②光を通すことによっ 

 て生まれる形や色を見 

て、自分の思いを話した 

り、友達の考えを聞いた 

りして、表現の工夫を感 

じ取っている。 

【発表、ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

      

・新しい材料の使い道や組み 

合わせ方など、アドバイス 

や友達の作品を参考に表現 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前時の鑑賞タイムで見付けた形や 

色、材料の組合せ、高齢者を意識し 

た、それぞれの視点でよさを想起さ 

せ、自分の作品に生かせそうなもの 

を取り入れるように声掛けをしま 

した。 

◆前回の振り返りカードで困ってい 

るところがあると答えた児童には、 

解決できそうな表現をしている児 

童の作品を見に行かせたり、まだや 

ったことがない材料を組み合わせ 

たりするように声掛けをしました。 

関②光を通すことによっ 

て生まれる形や色の面 

白さに興味をもち、絵に 

表すことを楽しんでい 

る。  【観察、作品】 

 

技光を通した効果、高齢者 

の方（人）、高齢者施設 

（場所）を意識して、形 

や色の表し方を工夫し 

ている。【観察、作品】 

〈中間鑑賞後、表現活動へ生かしてみたいこと〉 

表 

現 

活 

動 

② 

 

 

Ｃ１:Ｃ２さんから、「不思議な形が

いっぱいで、ファンタジーの

世界みたい」と書かれていま

した。 

 
Ｔ:Ｃ２さんは、Ｃ１さんのどの辺

りを見てそう感じたのかな。 

 

Ｃ２:この辺りのプラ段をたくさん

切って作っている形がファン

タジーの世界みたいでした。 

〈ステンドグラスから発想した 

児童の表現活動〉 

 

 

４ 
 

５ 

鑑 

賞 

【
中
間
鑑
賞
】 
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６ 

   

作品の鑑賞 

・作品に題名をつけ、自分の

作品について中間鑑賞後変

更したところを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

・作品の展示の方法について

考える。（グループ→全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラス全体の考えをまとめ

る。 

 

 

 

 

・題材の振り返りをする。 

 

○中間鑑賞後に変化したところと、 

その理由について、作品を指さしな 

がら発表するように伝えました。全 

部の作品を見渡せるように、音楽室 

の窓に展示して活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

◆５×７の枠の中に、どのような展示

の仕方や並べ方があるかを話し合

わせました。その際の〔共通事項〕

の視点で話し合うように声掛けし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

○グループで話し合って、考えた展示

の方法を、電子黒板のマス目を利用

しながら発表させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合的な学習の時間に訪問する高

齢者施設で、絵の展示をすること

で、高齢者と交流する意欲をもたせ

ました。 

鑑②光を通すことによっ 

 て生まれる形や色を見 

て、自分の思いを話した 

り、友達の考えを聞いた 

りして、表現の工夫を感 

じ取っている。 

 【発表、ワークシート】 

 

 

Ｃ:ロケットや富士山とか

は高いイメージだか

ら、上の方に置いてみ

たら？ 

 
Ｃ:おじいちゃん、おばあち

ゃんが好きそうな和風の

絵を下に置いてみたら？ 

 
Ｃ:同じような絵を斜めに

並べてもいいかもね。 

 

Ｃ:○○くんの、ここの部分

をまねして、少し周りを

絵の具で色付けしまし

た。 

 

Ｃ:ぼくたちのグループでは、一番

下にくっきりした色を使った

もようの仲間を集めました。お

じいちゃん、おばあちゃんたち

に見やすいと思ったからです。 

  真ん中のあたりに、富士山や花

など、自然をならべました。 

〈自分の作品と参考にした作品を 

指し示しながらの発表〉 

 

鑑 

賞 

【
作
品
鑑
賞
】 

 

 

６ 
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総
合
的
な
学
習
の
時
間 

 

〈高齢者との交流〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈「光のさしこむ絵」の感想（高齢者の方々から）〉 〈高齢者の方々からの手紙を読んで〉 

 

時 

間 

外 



 平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校図画工作科教育 

研究の実際-10 

 

              

 本研究では、生活や社会の中の形や色など

と豊かに関わる資質・能力を育てる授業づく

りを目指してきました。そのために、表現活

動に生かすための段階的な鑑賞活動を設定

し、図画工作科の学習が生活や社会とつなが

っていると実感させる手立てを取り入れまし

た。「鑑賞活動を表現活動に生かすことができ

たか」「図画工作科の学習が生活や社会とつな

がっていると実感できたか」、この２点につい

て児童のワークシートの記述やアンケートを

基に学級全体と抽出児で見取りました。 

 

 

ア 鑑賞活動を表現活動に生かすことができたか 

段階ごとの鑑賞タイム（研究の実際－2図３       

段階）について児童は図１のように自己評価していま   

す。鑑賞タイムが表現活動へ「生かすことができた」 

と答えた児童は素材鑑賞の 段階では 75％、中間鑑賞 

の 段階では 83％となり、 段階の方が上昇していま 

す。このことから「自分の作品に生かすことができた」 

と実感できたことがうかがえます。作品鑑賞の 段階 

では 80％以上の児童が自分や自分のグループと違う考えに気付いた 

ようです。 

また、図２「鑑賞タイムは役に立つと思いますか」の問いに、検証  

授業前の調査では、「とても役に立つ」「役に立つ」と答えた児童は 67％  

でしたが、授業後には 97％に増加しました。一方、「役に立たない」 

と答えた児童は、その理由として「自分のやり方を貫きたいから」と 

いう建設的な意見を述べています。 

「鑑賞タイムでどんなところが役に立ちましたか」の問いには、図  

３のように「作品をつくる時の参考にしたい（発想や構想の能力）  

という意見が最も多く、続いて「アイディアが浮かぶ（発想や構想 

の能力）」「どうやってつくればよいか分かる（創造的な技能）」「友 

達の作品のよさが分かる（鑑賞の能力）」と、表現活動に生かすことだけではなく、形や色を中心に鑑賞 

の視点を意識しながら「みる」ことが、図画工作科で求める様々な能力につながっていることがうかが 

えます。 

 

イ 図画工作科の学習が生活や社会とつながっていると実感できたか 

  題材全体を通して、高齢者を元気づけるために、また、学校外に作品が展示されることを意識させて

活動に取り組ませました。作品展示後には学校外の方からの評価を頂きました。 

次頁図４のように「生活の中で図工の学習が役に立っていますか」の問いに、「役に立つ」「少し役に

（4) 検証授業の分析と児童の変容 

参考にしたい

48%
アイディア

が浮かぶ

30%

どうやって

つくればよ

いか分かる

15%

友達の作品のよさ

が分かる

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

とても役つ 役にたつ あまり役に立たない 役に立たない

図１ 鑑賞活動の効果に対する自己評価の変化 

図２ 質問「鑑賞タイムは役に立つと思いますか」 

図３ 質問「鑑賞タイムでどんなと

ころが役に立ちましたか」 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｂ段階

Ａ段階

自分の作品に生かすことができましたか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｃ段階

他のグループの考えを聞いて、

違う考えに気付くことができましたか

よくできた だいたいできた あまりできなかった 全くできなかった

＜学級全体の変容＞ 
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立つ」と答えた児童が増え、「あまり役に立た

ない」「役に立たない」と答えた児童は半数に

減りました。学校外に展示され、それを見られ

た方から直接感想や手紙をもらったことが喜

びややりがいにつながり、図画工作科での学習

が生活や社会の中で役立っているという実感

が持てたのではないかと考えます。 

 

 

本研究の効果を抽出児のアイディアスケッチ、ワークシートや振り返りの記述、作品等を基に述べま 

す。 

抽出児のＩ児は、事前アンケートによると「図工はとても好き」だが、「アイディアは浮かぶがどんな

風につくってよいか分からない」と答えていました。日頃から「発想から表現へ」と、どうつなげてよ

いか分からず困ることがありました。 

  

  Ｉ児は素材鑑賞の時は、ペットボトルとカラーセロハンを組み合わせて、光を通した見え方の違いを

試していました。始めは、２色のカラーセロハンを別々に透明ビニールシートの上に置き、ペットボト

ルを地面に置きました。次に、２色のカラーセロハンの一部を重ね、地面のペットボトルを寝かせ、色

の写り方を確かめていました。最後に透明ビニールシートのすぐ下にペットボトルを持ってきて、再度

色の写り方を見比べていました。試行錯誤しながら、素材や置き方の違いによる「形や色」の見え方の

違いに気付いていました。この時、Ｉ児は造形的な見方・考え方を働かせていたことがうかがえます。 

  

次に、Ｉ児の作品の変容を見ていきます。 

 Ｉ児の作品の変容 鑑賞タイム ワークシートやふり返りカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【同じグループのＪ児の製作の様子】 

図４ 質問「生活の中で図工の学習は役に立っていますか」 

  

表 

現 

活 

動 

① 

  

鑑
賞
【
素
材
鑑
賞
】 

 

＜抽出児の変容＞ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

役に立つ 少し役に立つ あまり役に立たない 役に立たない
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中
間
鑑
賞 

  

 

 

 

 

 

 

 

表
現
活
動
② 

 

 

 

 

 

 

作
品
鑑
賞 

  

 素材鑑賞後の表現活動①アイディアスケッチの段階では、背景をステンドグラス風にした鳥や木を描い

ていました。しかし、同じグループのＪ児が異素材を大きく組み合わせ、光を通すと色が入る部分がはっ

きりする様子を見て、つくりたいものが変わりました。ここでは、鑑賞活動を設定した訳ではないのです

が、自然と「みる」ことで、〔共通事項〕である「形や色」、「光を通した時の感じ」に着目したことがうか

がえます。 

中間鑑賞では同じグループのＫ児の作品を見て、「赤い花がパッと見て目立つ」ことに気付いています。

高齢者の視力や視覚のことを考えて、「赤を増やしたい」と思い、表現活動②で赤いメッシュ折り紙を重ね

て、付け加えています。作品鑑賞では、クラス全体の作品を内容ごとに分けて、描かれた内容のある場所

（宇宙は上へ配置、水の中の生き物は下へ配置、山は周りへ配置）を重視して配置を決めています。作品

の内容やバランスを見るときにも、造形的な見方・考え方を働かせていることが分かります。 

 また、事後アンケートでＩ児は、鑑賞タイムは「とても役に立つ」「どこを工夫すればよいか分かった」

と答えています。 

 

このように、学級全体で見ても抽出児で見ても、段階的な鑑賞活動を位置付けることが表現に生かされ

ていたことが見取れます。鑑賞タイムで造形的な見方・考え方を働かせながら、素材のよさや友達の作品

のよさに気付いたり、自分の作品に取り入れたり、試行錯誤しながら、作品をつくりあげている過程は、

「主体的・対話的で深い学び」につながっているのではないかと考えられ、本研究での手立ては有効であ

ると考えられます。 

【同じグループのＫ児の途中の作品】 

 

  

鑑
賞 

【
中
間
鑑
賞
】 

 

  

表 

現 

活 

動 

② 

鑑
賞
【
作
品
鑑
賞
】 

 


